
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
第 3150 回例会     令和７年１０月２３日 

≪司会≫ 薮崎 忍 君 
≪合唱≫  なし 
≪ソングリーダー≫ なし 
≪ゲスト≫ 米山梅吉記念館 副理事長 多田幸雄 様  
≪ビジター≫ なし 
≪本日のお祝い≫ 
・お誕生日  なし 
・結婚記念日 なし 
 
≪職場見学会に先立って≫（バス車中にて） 
由利浩志会員より米山記念館についての講話をいただき
ました。 
記念館が、静岡東ロータリークラブと非常に縁が深いこ
とや、記念館と奨学金とは直接関連がないことなど、後
出の米山記念館の多田副理事長様の卓話の理解が深まる
非常に勉強になるお話でした。 
 
≪移動例会≫（米山梅吉記念館ホールにて） 
卓話 米山梅吉記念館 副理事長 多田幸雄 様 
   「最近の米山梅吉記念館の活動について」 
 
１．記念館の現状 
1969年 旧館建設（現在は 
こども図書館として地域に 
開放） 
1998年 新館建設 
この新館建設の際、記念館 
第 3代理事長だった静岡東 
ロータリークラブの坂本豊美 
氏が大変な苦労をされ、建 
設に漕ぎつけられた。 

 
昨年、施設をリニューアルし、展示物を見直した。 
それに合わせ、館内案内に AI 梅吉君や記念館の紹介 
動画を作成した。 
コンテンツ作成に当たっては、米山記念奨学生のOB
の協力を得ながら、スマートフォンで内製化。 
AI 梅吉翁は日本語・英語・中国語の 3か国語対応済。 
現在韓国語作成中。 
２．記念館の運営について 
記念館は独立した団体であり、米山記念奨学金とは関
連しておらず、個別の寄付金のみで運営している。しか
しながら、より安定した運営を目指し、 
25,000 人を超える米山奨学生のネットワークを生かし
て、ロータリークラブの聖地として、もっと会員の皆さ
んに存在を知ってもらえるような活動を展開したい。 
３．今後の展開 
所蔵されている膨大な資料のデジタル化を図り、日本
のロータリークラブの情報センターを目指す。その足
掛かりとして、現在静岡県の教育委員会の所管にとど
まる記念館の東京支部を立ち上げ、内閣府の所管とし、
青山学院といった教育機関とより広域的な連携を強化
していく。 
また、来年の国際大会や奨学生の世界大会が台湾で開
催されるのを契機に、会長やガバナーになっている元
奨学生のネットワークにより、次世代のリーダー育成
を目指していきたい。 
今年会館 66 周年を迎えるが、寄附金だけが唯一の運営
の基礎ですので、来たる 70 周年に向けて大きな大きな
スマイルを期待しています。 
 
 
 
 



 
≪記念館館内見学≫ 
説明とガイダンス（学芸員 市川真理 様） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

  
ユーモアたっぷりの市川さん ２階展示室入り口で 
                AI 梅吉君がお出迎え 

 

 

 
 

 
 
 

 
 

 
 

その時代を見てきたかのような流暢な説明でした     
 
 
 

 

 

 

 

 
 

 梅吉翁の墓参も忘れずに 
 
 

 

                   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 リニューアルされた記念館をバックに 
 
 
≪職場見学会≫ 

【JR 東海総合研修センター】 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

秘密とノウハウがいっぱいの施設のため写真はNG です  
近藤会員、武会員、竹中会員のご尽力に感謝       

      
 ということで施設の外観を 
 

 
 
 
 
 
 
 
 

職業奉仕G の山下会員、武会員お疲れさまでした 
 

（会報作成 塚田 義生） 


